
一般社団法人 日本交通科学学会 

第 1７回交通科学シンポジウム開催の御案内 
 

本学会では、日頃より交通事故の予防安全に携わる方々や一般の方などを対象に毎年シンポジウムを開

催いたしております。この度、第 17 回シンポジウムを下記の要綱で開催することになりましたので、ご

案内申し上げます。皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

なお、会場は、感染防止に十分配慮して開催いたします。また、オンラインでのご参加も可能です。 
 
 

メインテーマ： 体調起因性事故予防に向けた効果的なドライバー 

モニタリング及び運転支援技術の検討 

 参加費：無料  定員：先着 100名（現地/オンライン参加）  

主催：日本交通科学学会     後援（予定）：日本損害保険協会 

日 時：2024年３月４日（月） 

日(金) 13:30～16:30（受付開始 13:00） 

会 場：くるまプラザ（日本自動車会館内） TEL: 03-4511-3354 

〒105-0012 東京都港区芝大門 1 丁目 1-30-1 

≪お申込み方法≫ 

次ページのお申込書に必要事項をご記入の上、メールまたは FAX にてお申込み下さい。 

お申込み締切：2024 年 2月 29日（木） 
※誠に恐れ入りますが、定員に達し次第募集を終了させて頂きます。 

送信先：一般社団法人 日本交通科学学会事務局 行 

【E-mail：jcts-office@umin.ac.jp】 

プログラム 

13:30～13:40 
開会挨拶  

有賀 徹（一般社団法人 日本交通科学学会 会長・独立行政法人労働者健康安全機構） 

13:40～ シンポジウム 

（13:40～14:05 ） 演題「体調起因性事故ー救命救急センターにおける実証例の分析ー」 

 講師 三宅 康史(帝京大学医学部救急医学講座/附属病院高度救命救急センター） 

（14:10～14:35 ） 演題「体調起因性事故の実態について -剖検例による検討-」 

 講師 一杉 正仁（滋賀医科大学社会医学講座） 

（14:40～15:05 ） 演題「演題「自動車走行時における運転者と同乗者の心理・生理反応測定」 

 講師 松田 礼（日本大学理工学部精密機械工学科） 

（15:10～15:35 ） 演題「ドライバ体調急変時の運転姿勢と検知および操作に関する課題」 

 講師 國行 浩史（ 公立諏訪東京理科大学機械電気工学科） 

15:35～15:50 休憩 

15:50～16:20 総合討論 パネルディスカッション 

16:25～16:30 
閉会挨拶 

槇 徹雄（一般社団法人 日本交通科学学会 副会長・東京都市大学理工学部） 



【FAX：042-673-6775】 

第 17 回交通科学シンポジウム参加申込書 

 

下記をご記入の上、日本交通科学学会事務局迄お送りください。 

ふ り が な  

ご  芳  名 

 

ご 所 属 先 

 

ご 連 絡 先 

〒 

 

TEL: 

E-mail :  

ご 参 加 方 法 
会場参加：□ ／ オンライン(Zoom)：□ 

*いずれかをお選び下さい。 

 

■ 会場のご案内 ■                  

                      日本自動車会館内 くるまプラザ 

〒105-0012 東京都港区芝大門 1丁目 1-30 1F 

℡ 03-4511-3354 

都営地下鉄三田線「御成門（I06）」 

A2 または A3 出口 徒歩 3 分 

都営地下鉄浅草線／大江戸線「大門（A09・E20）」 

A4 または A5 または A6 出口 徒歩 4 分 

JR 山手線／京浜東北線「浜松町」北口 徒歩 8 分 

東京モノレール「浜松町」 徒歩 8 分 

自動車の場合、首都高速「芝公園」出口～ 

日比谷通り御成門交差点右折～愛宕警察署前交差点右折  

                             

 

≪お問合せ先≫ 

一般社団法人 日本交通科学学会 事務局 

〒193-0942  

東京都八王子市椚田町 590－4  

(医療法人社団 永生会 連携委託事業推進室内) 

TEL：042-673-6771 FAX：042-673-6775  

E-mail：jcts-office@umin.ac.jp 


